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浜の活力再生プラン

令和５～９年度

第２期

１ 地域水産業再生委員会

組織名 西尾地区地域水産業再生委員会

代表者名 中根 静夫（西三河漁業協同組合 代表理事組合長）

再生委員会

の構成員

愛知県西尾市管内６漁協（西三河、衣崎、吉田、幡豆、東幡豆、

一色うなぎ）、西尾市、愛知県西三河農林水産事務所（水産課） 

オブザー

バー

愛知県（農業水産局水産課）、愛知県漁連

対

象

と

な

る

地

域

の

範

囲

及

び

漁

業

の

種

類

愛知県西尾市   令和４年１２月現在 

（人） 

組 合 所在地 
正組合

員数 

底びき網 

さし網 

採貝

（腰マ

ンガを

含む） 

定置

網 

海苔養

殖業 

その

他 
外海底

びき 

内湾底

びき 

水流

噴射 

西三河

（計） 

西尾市 

221 

25 9 84 35 100 9 1 

栄生支所 2 33 3 4 

本 所 24 2 9 23 59 9 

佐久島支所 5 26 

吉良支所 1 5 4 11 1 

衣 崎 107 41 4 56 5 1 

吉 田 29 1 3 24 1 

幡 豆 24 9 5 3 3 2 2 

東幡豆 33 1 5 4 20 3 

一色うなぎ 114 鰻養殖 114（93経営体） 

※ その他漁業は、ナマコ漁、素潜り漁、釣り、採藻漁業である。

別記様式第 2 号添付 
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２ 地域の現状

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

本再生委員会の存する西尾市の水産業は、矢作川東側の三河湾北部沿岸で営まれて

いる。東部の東幡豆、幡豆及び西三河漁協では、底びき網が盛んで、渥美外海及び三

河湾でマダイ、カレイ、シャコ、トリガイ、クルマエビ、ガザミ等を漁獲。以西、吉

田から西三河漁協栄生支所の西部地区では、広大な一色干潟で、底びき網及び腰マン

ガによりアサリを多く水揚げしている。

また、海苔養殖業も盛んに行われ、経営体数が減少するなかでも、良質な海苔づく

りに取り組んでいる。

さらに、一色地区では、特許庁の地域団体商標（地域ブランド）に認定されている

「一色産うなぎ」の養殖が盛んであり、全国第２位、国内生産量の 1/4 を誇る愛知県

の生産量（5,288 トン、令和３年）の大部分を生産している。 
この様に、全国的にも有数な漁業・養殖業が営まれている西尾市であるが、水産業

については、昨今の漁場環境の変化に伴う水産資源の減少や、食文化の多様化や家庭

における魚料理の煩わしさによる魚の消費量の低迷など、近年様々な問題に直面して

いる。

また、ロシアのウクライナ侵攻や為替相場の急激な円安によって、燃油や資材等が

高騰し、漁業経費に大きく影響しており、操業形態の調整や定期的な船底清掃、低速

航行により燃油消費量の削減に努めているが、漁業収入の減少と漁業経費の増大によ

り漁業経営は厳しさを増している。

西尾地区の代表的な漁業種類のひとつである採貝漁業（腰マンガ）は、かつて海苔

養殖業との兼業で営まれていた。当地区のアサリの漁獲が好調で 15,000 トン前後を

誇っていた平成 20 年代前半は採貝漁業（腰マンガ）専業への転換が進んだ。しか

し、海洋環境の変化等により、アサリの漁獲量が、令和３年度までに約 1,000 トンま

で減少したため、採貝漁業（腰マンガ）専業の漁業者の約 60％が廃業する状況となっ

ている。

このように厳しい状況にあって、特に漁船漁業での新規就業者が少なく、高齢化も

相まって、漁業者の減少が続いている。

その他、うなぎ養殖業においては、近年のシラスウナギ不漁により稚魚価格が高騰

しているため、シラスウナギの漁模様に経営状況が左右されるとともに、燃油及び飼

料の価格高騰等の外的な要因によるコストの増加が経営を圧迫している。

（２）その他の関連する現状等

平成 17 年に管内の６漁協（吉良、味沢、一色、栄生、西尾、佐久島）が合併して

西三河漁協が誕生し、現在の６漁協（東幡豆、幡豆、吉田、衣崎、西三河、一色うな

ぎ）となった。

西三河漁協は合併後、味沢と西尾の支所を閉鎖し、吉良市場を一色市場へ統合する

など合理化を進めているが、一色市場の荷さばき場（鮮魚）では、漁業者の減少によ

る水揚げ漁船の減少に伴い、合併当初に比べて取扱量・金額ともに約７割になった。

同様の事例は漁船漁業が主体の幡豆市場でも顕著であり、市場再編の必要性が年々

増大している。

また、前期浜プランに沿って、一色うなぎ漁協の冷凍庫を更新整備し、老朽化した

海苔網保管用の冷凍庫を撤去した他漁協との共同利用化を推進して、コスト削減を
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図った。これをモデルケースとして、引き続き漁業関係施設の集約化を図る必要があ

る。一方、河川水を各養鰻業者に配水する養鰻水道は随時更新しているものの、未更

新の施設においては、老朽化等による修繕費の増加が危惧される。また、東南海地震

に対する備えのため、漁業関係施設の耐震化や津波対策を講じる必要があり、継続的

な施設更新が求められている。
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３ 活性化の取組方針

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

前期プランの総括や地域の現状を踏まえ、以下の課題に取り組むことで漁業者の所

得向上を目指す。 

【アサリ漁業】 

アサリは、漁獲量も徐々に増加してきており、資源回復の兆しを漁業者も実感し

ているため、引き続き、効果が見込める以下の項目について取り組んで行く。 

・六条潟で発生するアサリ稚貝を早期に放流するとともに、放流稚貝は県内産に

限ることを厳守する。

・水産多面的機能発揮対策事業により二枚貝の害敵生物を駆除する。

・県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整備された漁場を適

切に管理する。

【海苔養殖業】 

下記の項目について、前期プランから引き続き取り組んで行く。 

・競争力強化型機器導入緊急対策事業を活用して、地域内の海苔養殖業者の乾燥

機を整備することにより、生産性の向上や省エネ化を推進する。

・アオノリ養殖業技術の確立と高単価製品の安定的生産を図る。

【うなぎ養殖業】 

下記の項目について、前期プランから引き続き取り組んで行く。 

・一色漁港内のレストランと漁協の直販施設による、継続したＰＲ活動を実施し

ていくことで、うなぎ養殖業者の所得向上を図る。

・養鰻水道の改修工事に取り組み、養鰻水道を適切に管理することで、養鰻漁業

者のコスト削減、所得向上に引き続き取り組む。

・制度資金の積極的な活用を推奨し、引き続き所得向上を目指す。

【市場の再編】 

・幡豆漁協の市場の西三河漁協一色市場への統合について検討していく。水産物

と仲買人が集まることによる競争力の強化と単価の上昇を図る。

【新規漁業種類の取組】 

・令和５年８月で現行の漁業権期間が満了し、令和５年９月１日から、新たな漁

業権が免許される。西三河漁協の吉良地区と吉田漁協は、新たに免許されるア

サリ垂下式養殖業を開始する。また、西三河漁協一色地区と吉良地区ではカキ

養殖業の取り組みを始めることにより､漁業生産量及び漁業生産金額の向上を

図る。 

【その他の取組】 

・低速走行や、船底清掃、ボイラー清掃及び省エネ機器の導入等により、燃油コ

ストの削減に引き続き取組む。

・愛知県、西尾市と協力して、ハマグリ及びナマコの種苗放流を行い、栽培漁業

を推進する。
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（３）資源管理に係る取組

愛知県漁業調整規則第 37 条（全長の制限、アサリの採捕の禁止区域） 

○資源管理計画

・伊勢湾海域における小型機船底びき網（まめ板網）漁業（幡豆漁協、定期休漁）

・東幡豆漁協小型機船底びき網（貝けた網及びえびけた網）漁業（定期休漁）

・幡豆漁協小型機船底びき網（渥美外海板びき網）漁業（定期休漁）

・幡豆漁協小型機船底びき網（貝けた網及びえびけた網）漁業（定期休漁）

・西三河漁協吉良支所小型機船底びき網（渥美外海板びき網、貝けた網及びえびけた

網）漁業（定期休漁）

・西三河漁協一色支所小型機船底びき網（渥美外海板びき網及び改良備前網）漁業

（定期休漁）

・西三河漁協吉良支所さし網漁業（定期休漁）

・幡豆漁協小型機船底びき網（改良備前網）漁業（休漁）

・東幡豆漁協小型機船底びき網（改良備前網）漁業（休漁）

・西三河漁協吉良支所採貝（長柄まんが）漁業（休漁）

・西三河地区採貝（腰まんが）漁業（休漁）

・西三河地区小型機船底びき網（貝けた網（水流噴射式けた網））漁業（休漁）

・西三河漁協一色支所小型機船底びき網（貝けた網及びえびけた網）漁業（定期休

漁）
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（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

１年目（令和５年度）所得向上率（基準年比）2.1％
漁業収入向上

のための取組

Ⅰ．【アサリ漁業】

Ⅰ－①県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整

備された漁場の適切な管理により、生産量の増加を図る。

Ⅰ－②六条潟で発生するアサリ稚貝の早期放流や、水産多面的機能

発揮対策事業による害敵生物の除去に積極的に取り組み、ア

サリ漁獲量の向上を図るとともに、引き続き放流稚貝を県内

産で堅持して安全安心による単価向上に取り組む。

Ⅱ.【海苔養殖業】 
Ⅱ－①西三河、衣崎、吉田漁協は、水産業普及指導員の指導の下、

アオノリ養殖技術を確立して、海苔養殖業者の収入の向上を

図る。

Ⅲ.【うなぎ養殖業】 
Ⅲ－①一色うなぎ漁協は、前期プランにおいて、地域ブランド「一

色産うなぎ」をアピールするために、市内外や県外からの観

光客の集客が見込める一色漁港内に、うなぎレストラン「う

なぎ処 いっしき」を建設した。この店舗や一色うなぎ漁協

の直販施設を積極的に活用し、「一色産うなぎ」を盛大にア

ピールすることにより、ブランド力を高めるとともに、市内

外からの集客を図り、うなぎ養殖業者の収入の向上を図る。

Ⅲ－②一色うなぎ漁協は、布設から約50年以上が経過し、老朽化し

た養鰻水道の改修工事を行う。計画的に改修工事を行うこと

で、送水量の安定確保を図り、漁業者の経営の安定を図る。

Ⅲ－③シラスウナギの購入に、漁業近代化資金を利用し、利子補給

を受け、安定的に池入れする。

Ⅳ.【新規漁業種類の取組】 
Ⅳ－①西三河漁協吉良地区及び吉田漁協は、新たに免許されるアサ

リ垂下式養殖業を開始する。養殖の際は、水産業普及指導員

の指導により、養殖技術の向上に努める。

Ⅳ－②西三河漁協一色地区及び吉良地区は、新たに免許されるカキ

養殖業を開始する。養殖の際は、水産業普及指導員の指導の

もと、養殖技術の向上と付加価値の高い生食用カキの生産の

可能性を検討する。

Ⅴ.【その他の取組】 
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Ⅴ－①ハマグリ、ナマコの種苗放流を行うため、愛知県栽培漁業セ

ンターに整備する種苗生産施設の実施設計を行う。 

 

漁業コスト削

減のための取

組 

Ⅵ.【アサリ漁業、海苔養殖業】 
Ⅵ－①定期的な船底清掃及び低速走行の実施により燃費効率を高め

る。 
Ⅵ－②漁業近代化資金等を活用し、漁船の機関換装等への省エネ機

器等の導入を推奨する。 
Ⅵ－③漁期前の機器メンテナンスによる早期割引の活用や、操業日

及び操業時間の見直しによって、修繕費用や燃油消費量を抑

える。 
 
Ⅶ【うなぎ養殖業】 
Ⅶ－①ボイラー清掃を定期的に行うことにより、燃費効率を高め

る。 
 

活用する支援

措置等 
干潟・浅場造成事業、貝類増殖場造成事業（Ⅰ－①） 
水産多面的機能発揮対策事業（Ⅰ－②） 
水産業普及指導事業（新たな養殖業実証事業）（Ⅳ－③、Ⅳ－④、Ⅱ

－①） 
内水面振興対策事業（Ⅲ－②） 
漁業近代化資金利子補給事業（Ⅲ－③） 
水産業強化支援事業（Ⅴ－①） 
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２年目（令和６年度）所得向上率（基準年比）4.3％ 
漁業収入向上

のための取組

Ⅰ．【アサリ漁業】

Ⅰ－①県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整備

された漁場の適切な管理により、生産量の増加を図る。

Ⅰ－②六条潟で発生するアサリ稚貝の早期放流や、水産多面的機能発

揮対策事業による害敵生物の除去に積極的に取り組み、アサリ

漁獲量の向上を図るとともに、引き続き放流稚貝を県内産で堅

持して安全安心による単価向上に取り組む。

Ⅱ.【海苔養殖業】 
Ⅱ－①西三河、衣崎、吉田漁協は、水産業普及指導員の指導の下、ア

オノリ養殖技術を確立して、海苔養殖業者の収入の向上を図

る。

Ⅲ.【うなぎ養殖業】 
Ⅲ－①一色うなぎ漁協は、前期プランにおいて、地域ブランド「一色

産うなぎ」をアピールするために、市内外や県外からの観光客

の集客が見込める一色漁港内に、うなぎレストラン「うなぎ処 

いっしき」を建設した。この店舗や一色うなぎ漁協の直販施設

を積極的に活用し、「一色産うなぎ」を盛大にアピールすること

により、ブランド力を高めるとともに、市内外からの集客を図

り、うなぎ養殖業者の収入の向上を図る。

Ⅲ－②一色うなぎ漁協は、布設から約50年以上が経過し、老朽化した

養鰻水道の改修工事を行う。計画的に改修工事を行うことで、

送水量の安定確保を図り、漁業者の経営の安定を図る。

Ⅲ－③シラスウナギの購入に、漁業近代化資金を利用し、利子補給を

受け、安定的に池入れする。

Ⅳ.【新規漁業種類の取組】 
Ⅳ－①西三河漁協吉良地区及び吉田漁協は、引き続きアサリ垂下式養

殖業について、水産業普及指導員の指導により、養殖技術の向

上に取り組む。

Ⅳ－②西三河漁協一色地区及び吉良地区は、カキ養殖業について、引

き続き水産業普及指導員の指導のもと、養殖技術の向上に取り

組むとともに、付加価値の高い生食用カキの生産の可能性を検

討する。

Ⅴ.【その他の取組】 
Ⅴ－①ハマグリ、ナマコの種苗放流を行うため、愛知県栽培漁業セン
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ターに整備する種苗生産施設の建設工事を行う。 
 
 

漁業コスト削

減のための取

組 

Ⅵ.【アサリ漁業、海苔養殖業】 
Ⅵ－①定期的な船底清掃及び低速走行の実施により燃費効率を高め

る。 
Ⅵ－②漁業近代化資金等を活用し、漁船の機関換装等への省エネ機器

等の導入を推奨する。 
Ⅵ－③漁期前の機器メンテナンスによる早期割引の活用や、操業日及

び操業時間の見直しによって、修繕費用や燃油消費量を抑え

る。 
 
Ⅶ【うなぎ養殖業】 
Ⅶ－①ボイラー清掃を定期的に行うことにより、燃費効率を高める。 
 

活用する支援

措置等 
干潟・浅場造成事業、貝類増殖場造成事業（Ⅰ－①） 
水産多面的機能発揮対策事業（Ⅰ－②） 
水産業普及指導事業（新たな養殖業実証事業）（Ⅳ－③、Ⅳ－④、Ⅱ－

①） 
内水面振興対策事業（Ⅲ－②） 
漁業近代化資金利子補給事業（Ⅲ－③） 
水産業強化支援事業（Ⅴ－①） 
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３年目（令和７年度）所得向上率（基準年比）6.4％ 
漁業収入向上

のための取組 
Ⅰ．【アサリ漁業】 
Ⅰ－①県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整

備された漁場の適切な管理により、生産量の増加を図る。 
Ⅰ－②六条潟で発生するアサリ稚貝の早期放流や、水産多面的機能

発揮対策事業による害敵生物の除去に積極的に取り組み、ア

サリ漁獲量の向上を図るとともに、引き続き放流稚貝を県内

産で堅持して安全安心による単価向上に取り組む。 
 
Ⅱ.【海苔養殖業】 
Ⅱ－①西三河、衣崎、吉田漁協は、水産業普及指導員の指導の下、

アオノリ養殖技術を確立して、海苔養殖業者の収入の向上を

図る。 
 
Ⅲ.【うなぎ養殖業】 
Ⅲ－①一色うなぎ漁協は、前期プランにおいて、地域ブランド「一

色産うなぎ」をアピールするために、市内外や県外からの観

光客の集客が見込める一色漁港内に、うなぎレストラン「う

なぎ処 いっしき」を建設した。この店舗や一色うなぎ漁協

の直販施設を積極的に活用し、「一色産うなぎ」を盛大にア

ピールすることにより、ブランド力を高めるとともに、市内

外からの集客を図り、うなぎ養殖業者の収入の向上を図る。 
Ⅲ－②一色うなぎ漁協は、布設から約50年以上が経過し、老朽化し

た養鰻水道の改修工事を行う。計画的に改修工事を行うこと

で、送水量の安定確保を図り、漁業者の経営の安定を図る。 
Ⅲ－③シラスウナギの購入に、漁業近代化資金を利用し、利子補給

を受け、安定的に池入れする。 
 
Ⅳ.【新規漁業種類の取組】 
Ⅳ－①西三河漁協吉良地区及び吉田漁協は、引き続きアサリ垂下式

養殖業について、水産業普及指導員の指導により、養殖技術

の向上に取り組む。 
Ⅳ－②西三河漁協一色地区及び吉良地区は、カキ養殖業について、

引き続き水産業普及指導員の指導のもと、養殖技術の向上に

取り組むとともに、付加価値の高い生食用カキの生産に取り

組む。 
 
Ⅴ.【その他の取組】 
Ⅴ－①ハマグリ、ナマコの種苗放流を行うため、愛知県栽培漁業セ
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ンターに整備する種苗生産施設の建設工事を行う。

漁業コスト削

減のための取

組

Ⅵ.【アサリ漁業、海苔養殖業】 
Ⅵ－①定期的な船底清掃及び低速走行の実施により燃費効率を高め

る。

Ⅵ－②漁業近代化資金等を活用し、漁船の機関換装等への省エネ機

器等の導入を推奨する。

Ⅵ－③漁期前の機器メンテナンスによる早期割引の活用や、操業日

及び操業時間の見直しによって、修繕費用や燃油消費量を抑

える。

Ⅶ.【うなぎ養殖業】 
Ⅶ－①ボイラー清掃を定期的に行うことにより、燃費効率を高め

る。

活用する支援

措置等

干潟・浅場造成事業、貝類増殖場造成事業（Ⅰ－①）

水産多面的機能発揮対策事業（Ⅰ－②）

水産業普及指導事業（新たな養殖業実証事業）（Ⅳ－③、Ⅳ－④、Ⅱ

－①）

内水面振興対策事業（Ⅲ－②）

漁業近代化資金利子補給事業（Ⅲ－③）

水産業強化支援事業（Ⅴ－①）



14 

４年目（令和８年度）所得向上率（基準年比）8.6％ 
漁業収入向上

のための取組

Ⅰ．【アサリ漁業】

Ⅰ－①県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整

備された漁場の適切な管理により、生産量の増加を図る。

Ⅰ－②六条潟で発生するアサリ稚貝の早期放流や、水産多面的機能

発揮対策事業による害敵生物の除去に積極的に取り組み、ア

サリ漁獲量の向上を図るとともに、引き続き放流稚貝を県内

産で堅持して安全安心による単価向上に取り組む。

Ⅱ.【海苔養殖業】 
Ⅱ－①西三河、衣崎、吉田漁協は、水産業普及指導員の指導の下、

アオノリ養殖技術を確立して、海苔養殖業者の収入の向上を

図る。

Ⅱ－②水産業強化支援事業を活用して、地域内の海苔養殖業者の海

苔乾燥機を更新整備することにより、生産性の向上や省エネ

化を推進していく。 

Ⅲ.【うなぎ養殖業】 
Ⅲ－①一色うなぎ漁協は、前期プランにおいて、地域ブランド「一

色産うなぎ」をアピールするために、市内外や県外からの観

光客の集客が見込める一色漁港内に、うなぎレストラン「う

なぎ処 いっしき」を建設した。この店舗や一色うなぎ漁協

の直販施設を積極的に活用し、「一色産うなぎ」を盛大にア

ピールすることにより、ブランド力を高めるとともに、市内

外からの集客を図り、うなぎ養殖業者の収入の向上を図る。

Ⅲ－②一色うなぎ漁協は、布設から約50年以上が経過し、老朽化し

た養鰻水道の改修工事を行う。計画的に改修工事を行うこと

で、送水量の安定確保を図り、漁業者の経営の安定を図る。

Ⅲ－③シラスウナギの購入に、漁業近代化資金を利用し、利子補給

を受け、安定的に池入れする。

Ⅳ.【新規漁業種類の取組】 
Ⅳ－①西三河漁協吉良地区及び吉田漁協は、引き続きアサリ垂下式

養殖業について、水産業普及指導員の指導により、養殖技術

の向上に取り組む。

Ⅳ－②西三河漁協一色地区及び吉良地区は、カキ養殖業について、

引き続き水産業普及指導員の指導のもと、養殖技術の向上に

取り組むとともに、付加価値の高い生食用カキの生産に取り

組む。
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Ⅴ.【その他の取組】 
Ⅴ－①愛知県栽培漁業センターに新たに整備した種苗生産施設にお

いて、ハマグリの新規生産及びナマコの増産を開始し、種苗

放流に取り組む。

漁業コスト削

減のための取

組

Ⅵ.【アサリ漁業、海苔養殖業】 
Ⅵ－①定期的な船底清掃及び低速走行の実施により燃費効率を高め

る。

Ⅵ－②漁業近代化資金等を活用し、漁船の機関換装等への省エネ機

器等の導入を推奨する。

Ⅵ－③漁期前の機器メンテナンスによる早期割引の活用や、操業日

及び操業時間の見直しによって、修繕費用や燃油消費量を抑

える。

Ⅶ.【うなぎ養殖業】 
Ⅶ－①ボイラー清掃を定期的に行うことにより、燃費効率を高め

る。

活用する支援

措置等

干潟・浅場造成事業、貝類増殖場造成事業（Ⅰ－①）

水産多面的機能発揮対策事業（Ⅰ－②）

水産業強化支援事業（Ⅱ－②）

水産業普及指導事業（新たな養殖業実証事業）（Ⅳ－③、Ⅳ－④、Ⅱ

－①）

内水面振興対策事業（Ⅲ－②）

漁業近代化資金利子補給事業（Ⅲ－③）
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５年目（令和９年度）所得向上率（基準年比）10.8％ 
漁業収入向上

のための取組

Ⅰ．【アサリ漁業】

Ⅰ－①県が実施する干潟・浅場造成事業や貝類増殖場造成事業で整

備された漁場の適切な管理により、生産量の増加を図る。

Ⅰ－②六条潟で発生するアサリ稚貝の早期放流や、水産多面的機能

発揮対策事業による害敵生物の除去に積極的に取り組み、ア

サリ漁獲量の向上を図るとともに、引き続き放流稚貝を県内

産で堅持して安全安心による単価向上に取り組む。

Ⅱ.【海苔養殖業】 
Ⅱ－①西三河、衣崎、吉田漁協は、水産業普及指導員の指導の下、

アオノリ養殖技術を確立して、海苔養殖業者の収入の向上を

図る。

Ⅱ－②水産業強化支援事業を活用して、地域内の海苔養殖業者の海

苔乾燥機を更新整備することにより、生産性の向上や省エネ

化を推進していく。 

Ⅲ.【うなぎ養殖業】 
Ⅲ－①一色うなぎ漁協は、前期プランにおいて、地域ブランド「一

色産うなぎ」をアピールするために、市内外や県外からの観

光客の集客が見込める一色漁港内に、うなぎレストラン「う

なぎ処 いっしき」を建設した。この店舗や一色うなぎ漁協

の直販施設を積極的に活用し、「一色産うなぎ」を盛大にア

ピールすることにより、ブランド力を高めるとともに、市内

外からの集客を図り、うなぎ養殖業者の収入の向上を図る。

Ⅲ－②一色うなぎ漁協は、布設から約50年以上が経過し、老朽化し

た養鰻水道の改修工事を行う。計画的に改修工事を行うこと

で、送水量の安定確保を図り、漁業者の経営の安定を図る。

Ⅲ－③シラスウナギの購入に、漁業近代化資金を利用し、利子補給

を受け、安定的に池入れする。

Ⅳ.【新規漁業種類の取組】 
Ⅳ－①西三河漁協吉良地区及び吉田漁協は、引き続きアサリ垂下式

養殖業について、水産業普及指導員の指導により、養殖技術

の向上に取り組む。

Ⅳ－②西三河漁協一色地区及び吉良地区は、カキ養殖業について、

引き続き水産業普及指導員の指導のもと、養殖技術の向上に

取り組むとともに、付加価値の高い生食用カキの生産に取り

組む。
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Ⅴ.【その他の取組】 
Ⅴ－①愛知県栽培漁業センターに新たに整備した種苗生産施設にお

いて生産したハマグリ及びナマコ種苗を用いて、種苗放流に

取り組む。

漁業コスト削

減のための取

組

Ⅵ.【アサリ漁業、海苔養殖業】 
Ⅵ－①定期的な船底清掃及び低速走行の実施により燃費効率を高め

る。

Ⅵ－②漁業近代化資金等を活用し、漁船の機関換装等への省エネ機

器等の導入を推奨する。

Ⅵ－③漁期前の機器メンテナンスによる早期割引の活用や、操業日

及び操業時間の見直しによって、修繕費用や燃油消費量を抑

える。

Ⅶ.【うなぎ養殖業】 
Ⅶ－①ボイラー清掃を定期的に行うことにより、燃費効率を高め

る。

活用する支援

措置等

干潟・浅場造成事業、貝類増殖場造成事業（Ⅰ－①）

水産多面的機能発揮対策事業（Ⅰ－②）

水産業強化支援事業（Ⅱ－②）

水産業普及指導事業（新たな養殖業実証事業）（Ⅳ－③、Ⅳ－④、Ⅱ

－①）

内水面振興対策事業（Ⅲ－②）

漁業近代化資金利子補給事業（Ⅲ－③）

（５）関係機関との連携

行政（愛知県農業水産局水産課、愛知県西三河農林水産事務所水産課）、研究機関

（愛知県水産試験場）やその他水産関係団体として、愛知県漁業協同組合連合会、愛

知県信用漁業協同組合連合会と連携を図り、問題解決に向けた取り組みを実施してい

くとともに、六次産業化やブランド力アップ等のため、西尾市商工観光関係部局との

連携も図っていく。
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４ 目標

（１） 所得目標

漁業所得の向上 10％以上 

基準年 過去５年間の５中３平均 

：漁業所得（構成員総額） 千円 
目標年 令和９年度

：漁業所得（構成員総額） 千円 

（２）上記の算出方法及びその妥当性

（３）所得目標以外の成果目標

アサリ平均単価

基準年 平成 29年度～令和３年度の水揚額及び水揚量の

５中３平均から算出 

：172 円／kg 
目標年 令和９年度

：186 円／kg 

（４）上記の算出方法及び妥当性

所得目標の構成要素のうち、所得向上への寄与が大きいことから、「アサリ平均単

価」を所得目標以外の成果目標とした。アサリ平均単価の変動は大きいが、平成29年
度から令和3年度は上昇傾向にあり、収入向上のための取組による水揚額及び水揚量

の見込みから、目標年の単価を計算したため妥当である。
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５ 関連施策

  活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事 業 名 事業内容及び浜の活力再生広域プランとの関係性

地場産業振興事業

（西尾市）

アサリ資源の保護育成のため、アサリ種苗の適地漁場への放

流に対する補助（西三河、衣崎、吉田、幡豆、東幡豆漁協）

水産多面的機能発揮対

策事業

干潟保全、藻場造成及び干潟耕耘等に対する補助及び有害生

物の駆除に対する補助（西三河、衣崎、吉田、幡豆、東幡豆

漁協） 

内水面振興対策事業

（西尾市）

うなぎ養殖業に必要不可欠な矢作川表流水を送水する養鰻水

道の布設替に対する補助 （一色うなぎ漁協）

漁業近代化資金等利子

補給事業

漁業近代化資金借入金の利子に対する補助 （全漁協）

干潟・浅場造成事業及

び貝類増殖場整備事業

・漁場環境の改善及びアサリ等二枚貝類の漁場となる干潟・

浅場造成

・波浪の影響を緩和することを目的にアサリの生息に有効な

砕石等を利用した増殖場の造成

漁業用燃油価格高騰対

策事業

燃油価格高騰により漁業経営が圧迫されている漁業者及び養

殖業者の経営安定を図るため、燃油購入に対する支援を行う

水産業普及指導事業 海苔及び貝類養殖業者の技術指導。

水産業強化支援事業 ・海苔乾燥機の更新に対する補助

・種苗生産施設の整備に対する補助（愛知県）




